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第１ 趣旨 

 伊東市は、保育需要の増加に対応するため、平成１４年４月１日に伊東市で最初の公設

民営の保育所として伊東市立八幡野保育園を建設し、社会福祉法人厚生保育会に管理運営

業務を委託して保育を行っております。 

 伊東市立保育所条例（昭和３４年伊東市条例第４２１号。以下「保育所条例という。」） 

及び伊東市保育所条例施行規則（昭和３４年伊東市規則第２２２号。以下「保育所規則と

いう。」）並びに伊東市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例（伊東市

条例第３４号。以下「条例という。」）に基づき、伊東市立八幡野保育園の指定管理者を

次のとおり募集します。 

第２ 事業内容に関する事項 

１ 指定管理者を募集する保育園 

 ⑴ 施設の概要 

ア 施設の名称     伊東市立八幡野保育園 

イ 所在地       伊東市八幡野１１８９番地の１７０ 

ウ 開設年月日      平成１４年４月１日 

エ 施設の規模等 

・ 敷地面積               １，４８８．８３㎡ 

・ 延床面積                  ６９９．０８㎡ 

・ 構造 木造平屋建て 

       ほふく室 １９．８７㎡  保育室２５７．５４㎡×６室 

       遊戯室 １１４．３０㎡  厨房  ３６．３１㎡         

       子育て支援センター室  ８３．６１㎡ 

       職員室・倉庫・便所等 １８７．４５㎡ 

・ 附帯施設 水道  市水道 

ガス  プロパンガス 

       浄化槽 単独浄化槽設備 

オ 定員 ８０人 

 ⑵ 指定管理者が行う業務 

  ア 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２４条に規定する保育所の運営に関

すること。 

  イ 八幡野保育園施設の維持管理に関すること。 

ウ 別添「伊東市立八幡野保育園の指定管理に関する仕様書」に掲げる業務に関する

こと。 

 ⑶ 保育の内容 

ア 保育所保育指針（平成１１年１０月２９日厚生省児童家庭局長通達）を基本とし、 

保育課程、指導計画を作成し、実施すること。 

イ 通常保育、休日保育、延長保育、一時預かりを行うこと。 
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ウ 地域子育て支援拠点事業を行うこと。 

 ⑷ 指定の期間 

  指定期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５年間 

 ⑸ 事業の計画 

ア 現行の伊東市立八幡野保育園の内容を参考にして、策定すること。 

イ 人員配置計画を策定すること。（国基準を上回る人員を確保すること。） 

ウ 毎年３月末までに翌年度の事業計画・事業予算人員配置計画を策定し、提出する

こと。 

 ⑹ 施設及び備品の管理 

  ア 八幡野保育園で現在使用している市の備品は、無償で貸与する。 

  イ 施設、設備等の修繕については、第２－２－⑸「リスク分担」による。 

 ⑺ 管理に係る費用 

  ア 指定管理者には、国が定める公定価格で精算した額を、毎月の入所児童数により

支払う。 

  イ 指定管理者には、実施する子ども・子育て支援交付金対象事業及び子育て支援事

業並びに国・県が実施する保育に必要な事業に応じて、国・県が定めた基準額を予

算の範囲内で支払う。 

  ウ 指定管理者には、伊東市民営（許可）保育所保育充実事業（委託）基準に定める

額を予算の範囲内で支払う。 

  エ 保育所条例第９条に基づく保育料の徴収については、伊東市長が行う。 

  オ 特別保育（延長保育、一時預り）を行った場合には、特別保育料として保育所規

則第１０条等に定める額を指定管理者の収入とする。 

  カ 保育所の給食に係る費用は、給食費として保育所規則第１１条に定める額を指定

管理者の収入とする。 

キ 指定の期間中の各年度の支払額を予定するため、八幡野保育園の管理に関する業

務の収支予算書を以下のとおり作成すること。 

   ・ 収支予算書は、指定の期間全体の収支予算書と、令和３年度から令和７年度ま

での毎年度の収支予算書を作成すること。 

   ・ 指定管理委託料は、令和３年度は年額１４２，２０３千円、令和４年度から令

和７年度までは１４３，７０３千円を上限として作成すること。（ただし、額を

約束したものではない。） 

   ・ 指定の期間中、特別な事情により生じた第２－１－⑵「指定管理者が行う業務」 

に示す業務に係る管理経費以外の経費については、別途協議することとし、収支

予算書に含めないこと。 

 

 ⑻ 運営引継ぎ共同保育期間 

   別途、市が作成する運営引継ぎ計画で定める。 

   

２ 事業の適正な実施に関する事項 
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 ⑴ 業務の委託 

  ア 伊東市立八幡野保育園の指定管理に関する仕様書を遵守すること。 

  イ 指定管理者は、本事業の全部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。 

 ⑵ 法令の遵守 

ア 施設の設置目的を踏まえ、関係法令及び条例の規定を遵守すること。 

  イ 労働基準法等労働関係法令、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）、児童福

祉施設最低基準（昭和２３年厚生省令第６３号）、伊東市立保育所条例（昭和３４

年伊東市条例第４２１号）、伊東市立保育所条例施行規則（昭和３４年伊東市規則

２２２号）、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）及び伊東市子ども 

・子育て支援法施行細則（平成２６年伊東市規則第１１号）、伊東市暴力団排除条

例のほか以下について留意すること。 

ウ 伊東市個人情報保護条例 

    第２４条において、指定管理者は、個人情報保護に関する義務が規定されている。 

⑶ 利用者の安全対策の徹底 

指定管理者は、利用者の安全確保に努めること。 

 ⑷ 事業の報告等 

  ア 事業報告書の提出 

   指定管理者は、毎年度の末日から６０日以内に管理業務に関する以下に掲げる事

項を記載した事業報告書を提出する。 

  （ア） 当該年度の事業の状況 

  （イ） 当該年度における収支決算書 

  （ウ） 当該年度末における財産目録 

  （エ） 当該年度末における職員名簿及び当該年度における職員の異動状況報告書 

  （オ） その他市長が特に必要と認める事項 

イ 業務報告の聴取等 

  （ア） 施設及び保育の適正な管理運営を期するため、管理運営の状況に関し、定期

（１か月に一度）又は必要に応じて臨時に、報告を求め、実地調査又は必要な

指示を行う。 

  （イ） 業務報告の聴取等の結果、指定管理者の業務が基準を満たしていないと判断

した場合、是正勧告を行い、改善が見られないときは、業務の停止又は指定の

取消しの措置を行うことがある。 

⑸ リスク分担 

市と指定管理者とのリスク分担は、次のとおりとする。 

ただし、次に定める事項で疑義がある場合又は定めのない事項が生じた場合は、市

と協議の上、リスク分担を決定する。 

 

項目 内容 市 指定管理者 

施設・設備等の修繕 
管理上の瑕疵による施設・設備等の損傷  ○ 

経年劣化等による施設・設備等の損傷等  ○ 
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経年劣化等による施設・設備等の損傷等

で大規模なもの 
○  

施設等の更新等 施設・設備等の増設、改築、更新等 ○  

利用者等への損害賠償 

市の責めに帰すべき事由によるとき ○  

指定管理者の責めに帰すべき事由による

とき 
 ○ 

上記以外の事由によるとき 協議 

情報管理 管理上の瑕疵による情報漏えい  ○ 

引継費用 
管理運営業務の開始及び終了に伴う引継

のための費用 
 ○ 

災害復旧に係る費用 
災害により損失した施設・設備の復旧費

用 
○  

第三者行為による損失 
第三者行為により損失した施設・設備の

修繕等 
 ○ 

管理運営の中止・中断 

指定管理者の責めに帰すべき事由による

とき 
 ○ 

上記以外の事由によるとき 協議 

法令等の変更 管理運営に影響を与える法令等の変更 協議 

 

 

３ 事業の継続が困難となった場合の措置に関する事項 

 ⑴ 協定の解釈についての疑義又は協定に定めのない事項 

   伊東市と指定管理者は誠意をもって協議するものとする。 

 ⑵ 指定管理者の責めに帰すべき事由により事業の継続が困難となった場合の措置 

  ア 伊東市は、指定管理者の指定を取り消す。 

イ 伊東市及び利用者に生じた損害は、指定管理者が賠償するものとする。 

  ウ 指定管理者は、次の管理者が円滑に伊東市立八幡野保育園の管理運営業務を遂行

できるよう施設又は設備を速やかに原状に回復するとともに、園児の保育の引継ぎ

に万全を期すること。 

 ⑶ その他の事由により事業の継続が困難となった場合 

災害その他不可抗力等市及び指定管理者双方の責めに帰すことができない事由によ 

り、業務の継続が困難になったときは、事業継続の可否について協議するものとする。 

 

第３ 指定管理者の募集（申請）及び選定に関する事項 

１ 指定管理者選定スケジュール 

令和２年８月３日～８月３１日  募集期間 

令和２年９月下旬        選定委員会（応募者プレゼンテーション） 

令和２年１０月         選定結果の通知 
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令和２年１２月         議会の議決 

令和３年１月          指定管理者の指定（通知、告示） 

令和３年４月１日        管理業務開始 

 

２ 応募者の参加資格要件 

 ⑴ 応募者の資格等 

応募資格は、児童福祉法第３５条第３項又は第４項の規定に基づく認可保育所を現

に運営する社会福祉法人とする。 

 ⑵ 欠格事項 

   団体又はその代表者が、次の欠格事項に該当しないこと。 

  ア 法律行為を行う能力を有しない者 

イ 破産者で復権を得ない者 

ウ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項（同項を準

用する場合を含む。）の規定により市における一般競争入札等の参加を制限されて

いる者 

エ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２４４条の２第

１１項の規定による指定の取消しを受けたことがある者 

  オ 指定管理者の指定を委託とみなした場合に、法第９２条の２、法第１４２条（同

条を準用する場合を含む。）又は法第１８０条の５第６項の規定に抵触することと

なる者 

カ 伊東市における指定管理者の指定の手続において、その公正な手続を妨げる者又

は公正な価格の成立を害し、若しくは不正の利益を得るために連合した者 

キ 暴力団員による不正な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第２号に規定する暴力団やその構成員又は暴力団の構成員でなくなった日から５

年を経過しない者が代表者や役員である団体 

ク 市税を滞納している者 

 

３ 応募予定法人への現地説明会 

⑴ 日   時  令和２年７月下旬 

⑵ 会   場  伊東市立八幡野保育園 

⑶ 参 加 者  １応募団体につき２人程度とする。 

 ⑷ 申込み方法  現地説明会への参加を希望する法人は、７月２７日（月）までに問 

い合わせ先へ電話連絡すること。詳しい日程については、調整後に通知

する。 

 

４ 申請の手続について 

 ⑴ 受付期間 

   令和２年８月３日（月）から８月３１日（月）まで（土、日及び祝日を除く。） 
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⑵ 受付時間 

 午前８時３０分から午後５時１５分まで 

⑶ 受付場所 

   伊東市大原二丁目１番１号 

   伊東市教育委員会幼児教育課（郵送不可） 

 ⑷ 提出書類 

ア 指定管理者指定申請書（第 1号様式） 

  イ 事業計画書（第２号様式。様式の要件を満たす書類であれば、様式に代えること

は可） 

  ウ 収支予算書（第３号様式。様式の要件を満たす書類であれば、様式に代えること

は可）（令和３年度から令和７年度までの５年間分） 

  エ 申込資格を有していることを証する書類 

  （ア） 社会福祉法人設立認可証（要原本証明） 

  （イ） 登記簿謄本及び定款の写し（要原本証明） 

  （ウ） 法人諸規則・規程（管理、就業、給与、経理等） 

  オ 経営状況を証明する書類（以下全て要原本証明） 

  （ア） 令和２年度財産目録 

  （イ） 令和２年度の資金収支計算書及びこれに付属する資金収支内訳書 

  （ウ） 令和２年度事業活動収支計算書及びこれに付属する事業活動収支内訳書 

  （エ） 令和２年度貸借対照表 

  （オ） 令和３年度の事業計画書及び収支予算書 

  （カ） 理事長経歴書及び役員名簿（評議員が設置されている場合は、評議員を含

む。） 

カ 平成３１年度分の市税納税証明書（納税義務がある場合） 

  キ その他市長が特に必要と認める書類 

（ア） 伊東市立八幡野保育園の保育計画書（第４号様式。様式の要件を満たす書類

であれば、様式に代えることは可） 

※ 応募法人が、現在運営している認可保育園の保育課程及び年間指導計画（全

年齢）の写しを添付すること。 

  （イ） 保育の基本理念（第５号様式。様式の要件を満たす書類であれば、様式に代

えることは可） 

  （ウ） 施設長予定者経歴書、配置予定職員名簿（未定の場合は、確保方法・スケジ

ュールを明示すること。） 

（エ） 開設運営施設の実績書（第６号様式。様式の要件を満たす書類であれば、様

式に代えることは可） 

  （オ） 直近５年間の社会福祉法人指導監査結果（要原本証明） 

  （カ） 直近３年間の社会福祉施設指導監査結果（要原本証明） 

  （キ） 第三者評価を実施している場合はその結果票 

 ⑸ 提出部数 
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   正本１部及び副本１８部 

・ 提出書類は、Ａ４サイズとする。 

・ 提出書類順に１部ずつファイルにとじて提出すること。 

・ 提出書類ごとにインデックス又は付箋を貼付して提出すること。 

 ⑹ その他 

  ア 申請書類に虚偽の記載があった場合は、失格とする。 

  イ 伊東市が必要と認める場合は、追加書類の提出を求めるものとする。 

  ウ 指定管理者の候補者の選定後、本要綱等関係書類の不知及び不明を理由として異

議の申し立てはできない。 

  エ 新型コロナウイルス感染症対策等の状況により、本募集要項に記載のスケジュー

ル、実施方法及び書類の提出方法等に変更が生じる可能性があるため、変更となっ

た場合、速やかに更新版を市ホームページへ掲載し、応募者には連絡を行う。 

 

５ 指定管理者の選定 

 ⑴ 資格審査 

   募集（申請）締切り後、事務局が応募者の参加資格要件を満たしているかについて

申請書類等により資格審査を行う。審査項目については、以下のとおりとする。 

ア 応募者の資格について（欠格事項の有無についてを含む。） 

イ 事業計画について、市が求める管理運営に対して達しているか。 

ウ 管理に関する収支のうち、収入については、国の基準額等に基づき適切に算定さ

れているか。また、支出については、社会福祉法人会計基準に基づいた適切な支出

がなされているか。 

 ⑵ 選定委員会による審査 

ア 伊東市公の施設の指定管理者選定委員会設置要綱（平成１６年伊東市告示第１４

３号。以下「要綱」という。）の規定に基づき、伊東市公の施設の指定管理者選定

委員会（以下「選定委員会」という。）において審査する。 

  イ 審査は、条例第４条に掲げる選定基準に照らし総合的に審査し、審査項目に基づ

き採点し、最も高い得点を得た団体を指定管理者として選定する。 

 ⑶ 選定の基準及び審査項目 

  ア 利用者の平等な利用の確保及び保育サービスの向上が図られるものであること。 

  （ア） 利用者の平等な利用の確保 

  （イ） 利用者に対する保育サービスの向上 

  イ 伊東市立八幡野保育園の効用を最大限に発揮するとともに、その管理に係る経費

の縮減が図られるものであること。 

  （ア） 施設の効用の最大限発揮 

  （イ） 管理経費の縮減 

  ウ 伊東市立八幡野保育園の管理を安定して行う物的及び人員配置を行い、又は確保

する見込みがあること。 

  （ア） 施設の適切な維持管理 
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  （イ） 施設の適切な運営 

エ 申請団体の経営状況が健全であるとともに安定した内容となっていること。 

（ア） 経営の健全性 

（イ） 経営の安定性 

 ⑷ プレゼンテーション及びヒアリング 

   応募法人が多数の場合、選定委員会の審査に当たって実施する保育内容等について

説明するとともに、求められた情報を提供し、質疑を受けるものとする。 

   具体的な日程については、別途通知によることとする。 

 ⑸ 指定管理者の候補者の選定 

選定委員会からの審査結果の報告を受け、市長が指定管理者の選定を行う。その後、

詳細について協議を開始する。 

 ⑹ 選定結果の公表 

審査結果は、令和２年１０月末日までに応募した者に通知する。また、審査の結果

は、伊東市ホームページ等に公表する。 

 

６ 指定管理者の指定 

 ⑴ 指定管理者の指定手続 

条例第６条に基づき伊東市議会の議決を経た後、市長が指定する。ただし、市議会

の議決を経るまでの間に、指定管理者の候補者を指定管理者に指定することが著しく

不適当と認められる事情が生じたときは、指定管理者に指定しない。 

なお、市議会の議決が得られなかった場合及び否決された場合においては、指定管 

理者の候補者が施設の運営事業に関して支出した費用等については、一切補償しない。 

⑵ 指定日 

  令和２年１２月に開催が予定される伊東市議会１２月定例会の議決を経て指定する。 

 ⑶ 協定の締結  

市と指定管理者との協議に基づき協定を締結する。協定は、以下の項目について定

める。 

  ア 指定期間に関する事項 

  イ 事業計画に関する事項 

  ウ 施設の管理運営業務により生じる収入に関する事項 

  エ 事業報告及び業務報告に関する事項 

  オ 市が支払うべき管理費用に関する事項 

  カ 指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項 

  キ 管理業務を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する事項 

  ク その他市長が別に定める事項 

 

 

第４ 問い合わせ先 
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   伊東市教育委員会幼児教育課 担当 青木 

   伊東市大原二丁目１番１号  

   電話    ０５５７－３２－１９５１ 

   ファックス ０５５７－３７－８１１７（教育委員会内） 

   電子メール youji@city.ito.shizuoka.jp 


